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主
に
国
際
願
を
歩
い
た
財
務
官

僚
な
ど
を
経
て
、
県
政
ト
ッ
プ

の
座
に
就
い
て
8
年
。
都
会
地

で
島
根
を
売
り
込
む
た
め
に
、
出

張
時
に
地
図
を
広
げ
て
場
所
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め

た。
就
任
時
か
ら
力
を
入
れ
る
観
光

振
興
で
は
、
出
雲
大
社
の
平
成

の
大
遷
告
の
効
果
な
ど
で
2
0
1

3
年
の
観
光
入
り
込
み
嘗
延
べ
数

が
過
去
意
多
の
3
6
烏
0
万
9
千

九
を
記
録
。
県
の
場
所
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
「
鳥
取
の
左
側
で

す
」
の
言
葉
や
地
図
は
「
い
ら
な

く
な
っ
た
」
と
手
応
え
を
感
じ
て

いる。激
務
の
中
で
の
息
抜
き
は
妻
さ

に
な
る
男
児
の
2
人
の
孫
に
恵
ま

れ
た
。
2
人
が
住
む
東
京
へ
出
張

し
た
際
は
、
公
務
後
の
わ
ず
か
な

時
間
を
見
つ
け
て
絵
本
を
読
ん
だ

り
、
積
み
木
を
し
た
り
し
て
遊
ぶ
。

ど
う
呼
ば
れ
て
い
る
か
と
問
わ

れ
る
と
「
『
ち
じ
』
で
な
く
で

′
『
じ
じ
』
」
と
答
え
、
相
好
を
崩

す。

江
津
市
内
県
立
高
2
校

魅
力
化
事
業
推
進
を

在
り
方
検
討
会
市
長
に
報
告
書
提
出

定
員
割
れ
が
続
く
江
津
市
内
の
県
立
高
校
2
校
（
江
津
、
江
津
王
）
の
在
り
方
を
考
え
る

検
討
会
（
桧
田
夏
夫
会
長
）
が
2
7
日
、
両
校
の
生
徒
数
確
保
に
向
け
た
高
校
魅
力
化
事
業
の

推
進
な
ど
を
県
教
育
委
員
会
に
求
め
る
報
告
書
を
、
山
下
修
市
長
に
提
出
し
た
。
存
続
を
求

め
る
一
方
で
、
適
正
な
学
校
規
模
の
必
要
性
に
理
解
を
示
す
意
見
も
盛
り
込
ん
だ
。

市
は
、
検
討
結
果
の
内
容
を

踏
ま
え
て
要
請
書
の
形
に
し
て

ま
と
め
、
2
0
1
5
年
度
の
早

い
時
期
に
県
教
委
に
伝
え
る
。

報
告
書
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

膏
な
ど
両
校
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
県

外
生
徒
募
集
枠
の
拡
大
や
魅
力

化
事
業
な
ど
の
施
策
を
要
望
し

た
。
統
廃
合
に
つ
い
て
は
「
澄

は
て
通
れ
な
い
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
（
両
校
の
）
個
性
が
薄

ま
り
、
魅
力
・
活
力
と
も
減
速

す
る
懸
念
が
あ
る
」
と
し
、
事

前
に
地
域
と
十
分
に
意
塁
父
換
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し
、
問
題
解
決
の
方
向
を
示
し

た
上
で
再
編
計
画
を
策
定
ず
る

よ
う
訴
え
た
。

ま
た
、
市
に
対
し
て
も
、
高

校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

設
置
、
検
討
会
の
議
論
内
容
を

市
民
に
周
知
す
る
方
法
の
検
討

を
求
め
た
。

同
市
江
津
町
の
市
役
所
で
、

桧
田
会
長
か
ら
報
告
書
を
受
け

（
左
）
に
報
告
書
を

手
渡
す
松
田
重
夫
会
長
（
中
央
）

取
っ
た
山
下
市
長
は
「
報
告
の

趣
眉
を
尊
重
し
、
市
と
し
て
の

考
え
を
ま
と
め
、
県
教
委
に
働

さ
ん
（
9
）
の
作
品
「
リ
ユ
ー
ス

で
、
未
来
へ
引
き
継
ぐ
み
ん
な

の
笑
顔
」
が
選
ば
れ
た
。
今
後
、

啓
発
広
報
用
の
印
刷
物
な
ど
で

活
用
す
る
。
優
秀
作
品
の
表
彰

ユ
ー
ス
食
器

ろ
う
と
、
隠

1
2
月
ま
で
俺

か
ら
8
1
点
の

の
担
当
者
や

き
か
け
た
い
」
と
述
べ
た
。

検
討
会
は
、
県
教
委
が
県
立

高
校
の
再
編
計
画
を
決
め
る
前

に
、
地
元
の
考
え
を
示
す
目
的

で
1
月
に
設
置
。
．
学
識
者
や
小

中
学
校
長
、
P
T
A
関
係
者
ら

委
員
、
1
5
人
が
計
4
回
会
合
を
開

いた。

益
田
圏
域
2
病
院
が
協
定

医
療
機
能
分
担
迅
速
対
応
可
能
に

益
田
赤
十
字
病
院
（
益
田
市

乙
吉
町
1
木
谷
光
博
院
長
）

と
津
和
野
共
存
病
院
（
津
和

野
町
森
村
、
須
山
信
夫
院
長
）

は
2
6
日
、
診
療
の
相
互
協
力

や
人
事
交
流
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
医
療
機
能
連
携
協
定
」

を
締
結
し
た
。
従
事
者
が
不

足
す
る
益
田
圏
域
の
医
療
機

能
を
分
担
し
な
が
ら
支
え
合

う。
両
病
院
は
、
救
急
や
災
害
医

琴
な
ど
で
連
携
を
図
っ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
は
院
内
外
の
手

続
き
を
経
て
、
医
師
派
遣
な
ど

を
行
っ
て
い
た
が
、
協
定
を
結

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
対

応
が
可
能
に
な
る
。

協
定
内
容
は
、
救
急
搬
送
を

含
む
患
者
の
招
介
・
受
け
入
れ

▽
診
寮
に
関
す
る
相
互
協
力
・

支
援
▽
研
修
な
ど
に
よ
る
医
療

技
術
の
向
上
▽
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
「
ま
め
ネ
ッ
ト
」
の
利
用

促
進
－
な
ど
7
項
目
。

医
療
・
介
護
だ
け
で
な
く
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ

せ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
へ
の
対
応
で
も
連
携
す
る
。

須
山
院
長
は
「
急
性
期
か
ら
在

宅
ま
で
切
れ
目
な
く
医
療
の
機

能
分
担
が
で
き
る
」
と
メ
リ
ッ

ト
を
強
調
し

木
谷
院
庵

に
携
わ
る
要

れ
退
職
す
る

と
に
触
れ
、

ば
訪
問
看
背

で
働
く
こ
ケ

と
し
で
長
い

働
く
選
択
好

も
し
れ
な
い

5
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